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身近な脅威となる感染症



急激な病勢の進行
• 代表的な原因菌はA群溶連菌

• 時間単位で進行する壊死性軟
部組織感染と、ショック症状、
多臓器不全

• 患者リスクとしては糖尿病や
高齢者、妊婦などがあげられ、
死亡率は約30%

劇症型溶連菌感染の可能性が
あれば極めて迅速な対応が必要

救急医や外科医、感染症医の
連携が重要
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本邦でも様々な感染症が多数存在

マルチプレックスPCRを用いた様々な感染症の検査体制が必要

オズウイルス感染症

SFTS

日本紅斑熱

ダニ媒介脳炎



急増する梅毒

2014年頃より

男女共に増加
傾向が持続



繰り返す新興感染症の脅威
SARS (中国, 2003) 新型インフルエンザ (2009)

MERS
(韓国, 2015)

COVID-19
(2020～2023)

“Next pandemic”

?



我々はどうやって感染から
身を守ればよいのか
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米国における感染症専門医の状況

• 米国の感染症専門医数 約14,000人

• 内科の中に通常Infectious Disease Divisionが存在



Dr.Longworth



Cleveland Clinic Foundation



Round 3



Nurse uniform



Round 1



Round 4





医療機能評価で聞かれるから・・・



感染症学 感染制御学

医師 医療従事者を含む全員

感染症患者を診断、
治療して治癒せし

める学問

院内での感染症の伝播、
または社会での伝播を
制御するための学問

対象

目的

似て異なる学問



我々はどうやって感染か
ら身を守ればよいのか

エビデンスに基づいた
感染制御学で対応する



当店はこれで
やっていただかな
いと困ります！

トレイの受け渡し



入店時の手指消毒
ほんとに効果
あるのか？



感染症とは？

・インフルエンザ

・風邪

・肺炎

・膀胱炎

・風疹



髄膜炎

虫垂炎

流行性角結膜炎

副鼻腔炎
咽頭炎

気管支炎

肺炎

腹膜炎

中耳炎

扁桃腺炎

敗血症

皮膚化膿症

感染症の種類

肝炎

膀胱炎



感染症の特徴

うつるうつらない

感染症心筋梗塞

ゴホンヅキン



感染症
伝染病
ヒトにうつる

膀胱炎

肝炎

インフルエンザ

結核

胆のう炎

感染症と伝染病

新型コロナウイルス



ヒトからヒトへ移る感染

感染経路

ヒトーヒト感染

感染者 健常者



感染症成立のための３要件

病原体が存在する

ヒトが病原体に感受性がある

感染経路がある

感染を不成立にするためには、
どれか１つを否定する



感染症の原因となる

さまざまな病原体

真 菌 細 菌 リケッチア

クラミジア マイコプラズマ ウイルス



真 菌

細 菌

ウイルス

「 水虫 」

「 結核 」 「 赤痢 」

「扁桃腺炎 」

「インフルエンザ 」

「肝炎 」「かぜ」

「ＳＡＲＳ 」



→病原体をなくす

ヒトの体にも細菌が住んでいる

我々は病原体と共存している

感染症成立の要件１

動物についても制御不能

環境の菌を殺菌することは不可能

病原体があるから感染症がある



微生物がなくなると困る

多くの健康食品が微生物によって作られる

生活の中で恩恵がいっぱい

ヒトと長い年月一緒に暮らしてきた



①ヒトにしか罹らない

②ワクチンがある

③不顕性感染がない

④潜伏感染しない



Classic Centrifugal Rash of Smallpox Involving Face and Extremities.
Photo: National Archives



ラムセス５世

ＢＣ1157年没

天然痘の犠牲者

ロシア皇帝

1730年没

フランス皇帝

1774年没

ピョートル２世 ルイ15世



伊達政宗

5歳の時に痘瘡に罹患

日本人での感染者

孝明天皇

1866年崩御（35歳）

夏目漱石

3歳時に痘瘡に感染

第121代天皇



意味

あばた も えくぼ

惚れてしまうと、欠点まで好ましく思える

痘痕も靨

ひいき目に見ればどんな欠点も長所







感染症成立のための３要件

病原体が存在する

ヒトが病原体に感受性がある

感染経路がある

感染を不成立にするためには、
どれか１つを否定する



→感受性をなくす

ワクチンで感染予防

十分な栄養・睡眠をとる

優れた免疫能維持と体力アップ

風疹・・・・○

インフル・・×

感染症成立の要件２

ヒトが病原体に感受性



（感染しえる）

担癌患者・免疫抑制剤

感受性がある

ワクチン未接種

糖尿病・ステロイド

病原体

緑膿菌

風疹ウイルス

ワクチン接種

免疫が正常

（感染しない）

感受性がない



→感受性をなくす

ワクチンで感染予防

十分な栄養・睡眠をとる

優れた免疫能維持と体力アップ

風疹・・・・○

インフル・・×

感染症成立の要件２

ヒトが病原体に感受性



感染症成立のための３要件

病原体が存在する

ヒトが病原体に感受性がある

感染経路がある

感染を不成立にするためには、
どれか１つを否定する



感染経路があるので感染する

この伝播経路を「感染経路」という

感染経路

つまり、この感染経路をブロックすれば感染は成立しない

感染症成立の要件３

×

→感染経路をブロックする



どのような感染経路があるか？

感受性のある人感染者



空気感染する病原体

○水痘ウイルス

○麻疹ウイルス

○結核菌

水ぼうそう

はしか

肺結核



飛沫感染する病原体

○インフルエンザウイルス

○コロナウイルス

○肺炎球菌

○ライノウイルス

○アデノウイルス

○インフルエンザ菌

○マイコプラズマ

○ＳＡＲＳウイルス

○ＭＥＲＳウイルス

○風疹ウイルス

○ムンプスウイルス

○百日咳菌

○ジフテリア菌

○髄膜炎菌

○溶血連鎖球菌○パラインフルエンザイウイルス



飛沫感染による感染経路

咳やくしゃみ

飛沫

感染性の粒子を含む

感染者 健常者



飛沫を特殊な条件で撮影した写真



マスクの着用



飛沫を吸い込むことを防ぐ

咳やくしゃみ

飛沫

感染性の粒子を含む

感染者 健常者



咳エチケット

咳やくしゃみが出る人 周囲の人

くしゃみは突然出ることも・・



どのような感染経路があるか？

感受性のある人感染者



接触感染する病原体

○大腸菌O-157

○ロタウイルス

○黄色ブドウ球菌

○ノロウイルス

○アデノウイルス

○疥癬虫

○緑膿菌

○腸球菌



接触感染

直接接触感染

間接接触感染

ばい菌



マスクしていれば安心？

インフルエンザ



病院清掃従事者に感染対策の教育機会を

・教育の好機はいつか

・教育水準をどこまで求めるか

・全国どこでも均等の教育機会を

・知識と実践のバランスは





第1編
第1章 環境清浄化と感染防止にかかわる歴史
第2章 現在の医療
第3章 病院の機能
第4章 医療関連感染制御
第5章 病院環境の清浄度分類
第6章 職業感染防止と安全
第7章 病院と病院清掃の特殊性
第8章 業務責任者と受託責任者の役割

第9章 関係法令

2022

第2編
第1章 病院清掃の基本的事項の確認
第2章 受託責任者の業務
第3章 品質評価と連絡・報告
第4章 清掃の実務知識
第5章 医療関係者及び患者への対応

病院清掃受託責任者の教育プログラム

公益社団法人全国ビルメンテナンス協会編



病院受託責任者講習会

・一定レベルの教育の場を提供してきた

・知識量が満足できるレベルに達していない

・全国どこでも均等の教育機会である

・実践力については問われていない

・次のパンデミックや新たな感染症に準備不足

・講義のコマ数が絶対的に不足





1. 感染伝播の仕組みとその対策

病院清掃従事者のための感染制御学

4. 消毒薬の使い方

3. 衛生的な環境保持

5. 適切な廃棄物処理

2. 法律（感染症法、学校保健安全法等）



手洗いの手順

手を水でぬらす 液体石けんをとり、
手のひらで泡立てる

手の甲を洗う 指の間を洗う

親指を洗う

指先を洗う

手首を洗う 流水で洗い流す 水分をふき取る

① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨

※ペーパータオル
を用いる。

見たことがある・知っている、ではなく「できる！」



手指衛生のタイミング（清掃）

全国BM協会が提唱する

手指衛生の5つのタイミング

①清掃を行う前

②個人防護具の着用前

③個人防護具の脱衣後

④病室等の環境面に触れた後

⑤清掃を終えた後



感染症病棟での清掃作業

感染リスクを伴う



ガウンの着け方・外し方

着け方

外し方

輪になっている部分を首にかける 腕を通す ひもを後ろで結ぶ 全体が覆えている
ことを確認する

肩に近い部分をつまみ
前方に下ろす

袖口に指を
差し込み手をぬく

裾の裏側から
手を入れる

中表になるように
たたみ上げる

引きちぎり
捨てる



マスクの着け方・外し方

マスクの金具の中央を
折り曲げる

金具を鼻部に充て、
ゴムを耳にかける

マスクをあごの下
まで伸ばす

マスク全体が顔に
フィットしているか確認

着け方

外し方

ゴムを指でつまみ
耳から外す

反対側のゴムを指で
つまみ、外す

マスクの表面に触れ
ないように持つ

そのまま捨てる



感染予防対策

1. 標準予防策

2. 感染経路を遮断する

(standard precaution)



感染症に対する基本的考え

「すべての体液は感染性あり！」

として扱う。



標準予防策

手袋を取った後は手洗いを敢行する。

湿性生体物質の飛沫が考えられる時は、

マスクやゴーグルを使用

ケア中に湿性生体物質で白衣などを汚染し

そうな時はエプロンを使用する

湿性生体物質や粘膜、正常でない皮膚に

触れる時は清潔な手袋を使用



標準予防策

1. 血液などに触れない

3. 正常でない皮膚に触れない

2. 粘膜に触れない
とっても簡単





標準予防策

1. 血液などに触れない

3. 正常でない皮膚に触れない

2. 粘膜に触れない

ルール違反！





標準予防策

1. 血液などに触れない

3. 正常でない皮膚に触れない

2. 粘膜に触れない

ルール違反！



歯科の安全指針作成へ Ｃ型肝炎患者は口の中からもウイル
スが検出されることが、厚生労働省研究班の調査で分かった。
最大でも血液中の濃度の10分の1程度で感染力は不明。同省
は、歯科開業医向けの安全指針をつくる。都内の歯科病院に
歯肉炎や歯茎の癌で来院した同肝炎患者21人を調べた。19人
の患部からの浸出液、8人の唾液からＣ型肝炎ウイルスが検
出された。口中の液体を通じた感染力は、分かっていない。
歯科医や他の患者の皮膚や口内などに傷口があると、そこか
ら感染する危険性も考えられ、手袋やマスクによる防御、診
療器具の消毒などの対策が必要。

口腔内にもＣ型肝炎ウイルス





疥癬手



標準予防策

1. 血液などに触れない

3. 正常でない皮膚に触れない

2. 粘膜に触れない ルール違反！



疥癬虫



疥癬卵



疥癬の生活環

角質内

幼虫オス
若虫オス

若虫メス

幼虫メス

表皮

疥癬虫（ヒゼンダニ）

虫卵

成虫オス
†

接触感染 医療従事者の手が媒介⇒

成虫メス



手



1. 感染伝播の仕組みとその対策

病院清掃従事者のための感染制御学

4. 消毒薬の使い方

3. 衛生的な環境保持

5. 適切な廃棄物処理

2. 法律（感染症法、学校保健安全法等）



問１. エイズの友人が遊びに来て

A) 一般廃棄物

AIDSの友人が使った
血のついた剃刀

B) 感染性廃棄物

使用したカミソリは？



A) 感染性一般廃棄物

B) 感染性産業廃棄物入院中の患者が使用
したガーゼ

問２. 入院中の患者が使用した

ガーゼの廃棄？



A) 一般のごみ箱

B) 感染性廃棄物

訪問者が使用した
マスク

問３. ポストコロナで医療機関内では

マスク着用となっています。





1. 感染伝播の仕組みとその対策

病院清掃従事者のための感染制御学

4. 消毒薬の使い方

3. 衛生的な環境保持

5. 適切な廃棄物処理

2. 法律（感染症法、学校保健安全法等）



環境の消毒

次亜塩素酸ナトリウム

アルコール

ベンザルコニウム塩化物

アルキルジアミノエチルグリシン



医薬品

濃度６％

高価

次亜塩素酸ナトリウム製品

雑品

濃度６％

安価





☆特定の病原体に対する広告禁止

☆医薬（部外）品だけが消毒を謳える





2021年10月31日





☆特定の病原体に対する広告禁止

☆医薬（部外）品だけが消毒を謳える

雑品で「消毒」できると言っている

新型コロナウイルスに対し効果・効能を謳ってる



薬機法と景表法の比較

管轄 厚生労働省

対象
事業者が提供するあらゆる
表示

概要 医薬品等の誇大広告や承認範囲
外の効能効果の表示禁止

商品・サービスの品質、価格
等の不当表示の禁止

目的
医薬品等の品質、有効性及び
安全性の確保

消費者の自主的かつ合理的な
商品・サービスの選択の確保

規制対象 何人
当該商品・サービスを供給
している事業者

罰則 措置命令、課徴金支払い命令

薬機法 景表法

医薬品、医薬部外品、化粧品
医療機器、再生医療等製品

消費者庁
公正取引委員会

行政指導、刑事処罰
課徴金支払い命令





雑品に消毒効果があるのか？

雑品で「消毒」を謳う





医薬品と雑品の相違点

医薬品

薬機法の承認

医薬部外品 化粧品 雑品

規格・試験法

副作用被害
救済制度

あり あり 届出＃ なし

承認規格 承認規格 社内規格 社内規格

生物学的
同等性

あり＊ なし なし なし

消毒効果
の表示

可 可 不可 不可

対象 対象外 対象外 対象外

安定性審査 あり なし なし なし

＃一部要承認、＊一般用医薬品を除く



新たな感染症が流行

どの製品で手指消毒？



医薬品

様々なハンドサニタイザー

医薬部外品 雑品化粧品





手指消毒薬のエタノール濃度の分析結果

国民生活センター調べ



厚生労働省

ハンドサニタイザーと環境用剤

経済産業省

アルコール、次亜塩素酸ナトリウム、界面活性剤等を用いた製品

医薬（部外）品 雑品



1. 感染伝播の仕組みとその対策

病院清掃従事者のための感染制御学

4. 消毒薬の使い方

3. 衛生的な環境保持

5. 適切な廃棄物処理

2. 法律（感染症法、学校保健安全法等）





一類感染症

感染症法の分類と措置等

二類感染症

四類感染症

三類感染症

五類感染症

類型 措置等

入院

就業制限

消毒

交通制限

発生動
向調査



学校保健安全法施行規則の一部を改正する省令の施行について（通知）

令和５年４月２８日



ネクストパンデミックの準備はできていない

何年か経過すれば今の経験すら菲薄化

継続した教育により知識を蓄積させるべき

清掃の質を向上させ業界の活性化をはかる

職業感染のない安全な職場を目指す



清掃業務の入札

コストで選ぶ

清掃技術で選ぶ





https://www.j-bma.or.jp/



感染伝播は病院だけに起こっているわけではない！









病院清掃受託
責任者

感染制御衛生管理士

実務経験３年

ICCCを頂点とする2段構えの構造

建築物内感染対
策講習受講者

ICCCの資格を取得したならばどんな感染症
病床でも安全に清掃できる

有資格者は、リーダーとして理論と実践を教
育できる人材である



答え合わせと解説



問１. エイズの友人が遊びに来て

A) 一般廃棄物

AIDSの友人が使った
血のついた剃刀

B) 感染性廃棄物

使用したカミソリは？







問１. エイズの友人が遊びに来て

A) 一般廃棄物

AIDSの友人が使った
血のついた剃刀

B) 感染性廃棄物

使用したカミソリは？



用語の定義

鼻血などで血液が付いたテッシュ

血液が付いた生理用品など

子供が吐いた吐物

一般廃棄物

「感染性廃棄物」とは感染性のある廃棄物ではない！



問１. エイズの友人が遊びに来て

A) 一般廃棄物

AIDSの友人が使った
血のついた剃刀

B) 感染性廃棄物

使用したカミソリは？



A) 感染性一般廃棄物

B) 感染性産業廃棄物入院中の患者が使用
したガーゼ

問２. 入院中の患者が使用した

ガーゼの廃棄？



感染性廃棄物処理マニュアル／環境省



A) 感染性一般廃棄物

B) 感染性産業廃棄物入院中の患者が使用
したガーゼ

問２. 入院中の患者が使用した

ガーゼの廃棄？







事業系
ごみ

廃棄物の分類

家庭ごみ

一般廃棄物特別管理一般廃棄物

産業廃棄物以外
の事業系ごみ

産業廃棄物

特別管理産業廃棄物

演者作



A) 感染性一般廃棄物

B) 感染性産業廃棄物入院中の患者が使用
したガーゼ

問２. 入院中の患者が使用した

ガーゼの廃棄？



A) 一般のごみ箱

B) 感染性廃棄物

訪問者が使用した
マスク

問３. ポストコロナで医療機関内では

マスク着用となっています。





成績表

０問正解

１問正解

２問正解

全問正解

２０人

３０％１０人

３０人

３人

３０％

３０％

３０％
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